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文部科学省は、「新時代の大学院教育一国際的に魅力ある大学院教育の構築に向けて

－（平成１７年９月５曰付中央教育審議会答申）」を踏まえ、各大学における大学院教育

の充実・強化を図ろ観点から、今後の大学院教育の改革の方向性及び早急に取り組むべき

重点施策を明示し体系的かつ集中的な施策展開を図る目的として、平成１８年３月３０曰

に「大学院教育振興施策要綱」を策定した。

本委員会は、これらの答申及び施策要綱を踏まえた各大学における取り組みＩ犬況等につ

いて、昨年１０月にアンケート調査を実施し、平成１９年度中に「国立大学の大学院の現状

と課題について」の報告書を刊行する予定である。

また、答申及び施策要綱の中では、“国際的に魅力ある大学院教育”、“大学院教育の

国際的な通用性・信頼性の必要性”が謡われており、本委員会ではこのたび、国際'性を意

識した大学院教育について先進的に取り組んでいる韓国の３つの大学を訪問・調査した。

意見交換の概要、我が国の国立大学に参考となる事項、取り組むべき課題などを取りま

とめ、ここに『海外調査報告書」を刊行する運びとなった。

各大学において特色ある大学院教育に取り組んでいただく上で、本報告書を活用いただ

ければ幸いである。

最後に、大変お'忙しい中、訪問に際してご対lidiいただいた各大学の関係者のご厚意に対

して改めて感謝申し上げたい。

平成１９年４月

(社）国立大学協会教育・研究委員会委員長

名古屋大学長平野眞一
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１釜山大学校【国立】

（１）日時２００７年２月１２日（月）１０：３０～１２：３０

（２）対応者金総長外５名

（３）概要

①大学校の概要について

１９４６年５月１５日に韓国初の国立大学校*として開校。韓国の未来を背負う創意と

責任感を十分に兼ね備えた人材養成を教育目標とする韓国東南圏の中心的名門大学
校で、別名は「社会高峰｣。釜山（Pusan)、梁山（Yangsan)、密陽（Myrang）の三

つの主要キャンパスから成る。釜山キャンパスは大学院中心で、人文社会科学、応用

基礎科学、先端工学に重点化し、梁山キャンパスには医学・生命科学分野に特化した

医科・歯科専門大学院、看護大学、病院などがあり、密陽キャンパスにはナノバイオ

分野専門のナノ科学技術大学がある。密陽大学校との統合では、分散型にならないよ

う類似する学科を統合し、いずれかのキャンパスに集約、それぞれが得意分野特化型

になるよう教員及び職員を再配置して注目された。

１３０万冊を越える蔵書と１万2,800種余りの定期刊行物、約5,600の閲覧室を備え

る図書館をはじめ、先端の語学教育施設を揃える語学教育棟、世界規模のコンベンシ

ョンセンターとしてのサンダム国際会館、1,100病床を数える釜山大学校病院や緊急

医療センターを有している。また、付属研究所としては、遺伝体物性研究所、金型加

工研究所、環境技術産業開発研究所、先端造船加工研究センターなどが国家革新研究

所として脚光を浴びており、現代物性研究所、経営経済研究所、韓国民族文化研究所

などは韓国学術振興財団の重点研究所として指定されている。

論文総数は韓国の大学校で１位を誇る。ＳＣＩ（ScienceCitationlndexExpanded）

論文は約1,300本で韓国５～７位｡ＬＧ電子やサムスン電子など韓国の優良企業と産学

協力契約を結び、企業の要求に応じた人材育成のシステムを導入。アジアでは初めて

オックスフォード大学と釜山工科大学が協定を締結した他、造船工学分野は世界トッ

プクラスで、材料工学分野もハイレベルを維持している。

韓国上場企業の最高経営者のうち、釜山大学校出身者は大学校別出身者ランキング

の第５位で、これまでに司法試験合格者３５０余名、公認会計士合格者４００余名を輩出

し、各種国家試験での合格者は毎年韓国大学校の上位圏内に入っている。

予算規模は政府支出が1,100億ウォン､登録金(授業料)が1,100億ウォンの計2,200

億ウォン（約２５０億円)。なお、企業からの基金受入も積極的に行ない、法体系を改

正して自己収益システムを構築し、文化会館（釜山キャンパス）やシルバー産学団地

の造成（梁山キャンバス）などを行なっている。

＊大学校：韓国では「大学校（テハッキョ）」が日本の大学に相当し、「大学（テハ

ク)」は日本の学部または短期大学に相当する。

１

学部数 研究科数 教職員数 学部生数 大学院生数 留学生数（内数）
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②韓医学（漢方医学）専門大学院の設立について

梁山キャンパスには、医学専門大学院、歯科医学専門大学院、看護大学、大学病院、

子供病院、看護センターなどがある。ここに、韓国で初めての漢方医学専門大学院を

設立し、西洋医学と同じ水準に引き上げるために、漢方医学の科学化、産業化、世界

化を目指している。今後、漢方医学の研究所を設置する予定で、漢方医学専門大学院

を中心とする様々な国際化に向けた活動を行なっている。すでに中国の３つの大学や
日本の２つの大学と交流があり、加えて自然治癒の専攻を有するアメリカ・オレゴン

リト|のポートランドにあるNationalCollegeofNaturalMedicine（1959年設立）に訪

問する準備をしている。このように、梁山キャンパスを中心に生命科学の国際産学研

究クラスターを構築し、漢方医学の専門書を英訳したり、研究者や学生の交流を通じ

て、漢方医学の産業化や世界化の達成を目指している。

③ＢＫ２１事業について

ＢＫ２１（BrainKoreainthe21stCentury）プログラムは、世界水準の大学院を目指

し、大学の研究力を増進すると共に、後進の育成を目的として創設され、７か年計画で

1999年９月に第１次事業が、２００６年からは第２次事業が行われている。日本の２１世

紀ＣＯＥや、中国の２１１工程（２１世紀に１００校の重点大学と重点学科を設定するとい

うプロジェクトで１９９６年から実施されている）が類似のプログラム。

釜山大学校のＢＫ２１事業では、３３の事業数があり韓国第２位。内訳は、人文社会分

野５，科学基礎５，応用及び融合科学８、専門サービス１、国家政策領域のコア分野１４

となっている。予算規模は２０８億ウォンで第４位。主な内訳は、国費１６１億ウォン、

自治体資金３．６ウォン、産業資金３２億ウォン、大学資金１０億ウォン。

この事業には教員４２０名、大学院生1,593名が関わり、国際学界での発表や、ＳＣＩ

論文を発表して、釜山大学校の国際化に貢献している。

④産学連携について

ドイツのフラウンホーファー研究機構のＩFAM研究所（応用素材研究所：

Fraunhofbr‐InstitutfiirAngewandteMaterialfbrschung）と共同で、２００６年５月に

PＮＵ（PusanNationalUmversity）‐ＩFAM国際共同研究所を開設。協力の主な内容

は、ＩFAM研究所保有の機械分野や材料分野での固有技術を国内産業へ移転すること

や、関連大学のブレーメン大学と学術交流協定締結をして、技術移転のための人材育
成教育を行なうことなど。

また、同機構のIＧＢ研究所（界面工学・バイオテクノロジー研究所：Fraunhofbr‐

InstitutfnrGrenzfliichen-undBioverfahrenstechnik）と共同で、同じ２００６年５月

にＰＮＵ‐ＩＧＢ国際共同研究所を開設し、同年１０月には共同国際シンポジウムを開催
した。

イギリスのロールスロイス社とも共同研究を行なっており、当初は技術の共同所有

と技術移転のみの協約であったが、その後、釜山大学校で技術をさらに発展させ、製

品を生産し、それをロールスロイス社が買い取るという協約が成立。国際的な産学協
力だけでなく、韓国の収益をも生み出している。
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⑤韓国ＰＮＵ‐ＯＳＵＴＥＳＯＬプログラムについて

ＰＮＵ‐ＯＳＵＴＥＳＯＬプログラム（釜山大学校一オハイオ州立大学他言語話者に対

_する英語教授法プログラム：PusanNationalUmversity‐OhioStateUniversity

TbachersofEnglishtoSpeakersofOtherLanguagesProgram）は、２００６年から始ま

ったプログラムで、アメリカ・オハイオ州立大学から教授４名が派遣され、夏休みに

６週間集中開講で英語の教授法を学ぶ。プログラム修了者の修得単位は、釜山大学校

だけでなく、オハイオ州立大学の大学院に入学すれば、そこでの修得単位として認め

られる。

⑥複数学位プログラム（DoubleDegreeProgram）について

提携大学と両方で学位を認めるプログラムで、アメリカ・フロリダ工科大学と協定

を締結。本年第２学期から学生を受入れる。修士課程と博士課程を統合したプログラ

ムで、全９０単位のうち、釜山大学校の修士で２０単位、博士で３０単位の計５０単位を

取得し、残り４０単位をフロリダ大学で取得する。審査はインターネットの映像を通じ

て共同の指導教授と審査員が行なう。

また、アメリカ・マイアミ大学とも大学院間協定を進行中で、これらのプログラム

を通して、大学院生の国際化に貢献する⑰

⑦拠点キャンパスの構築について

釜山大学校の統合モデルは、分散型や分校型ではなく、それぞれのキャンパスで特

化型の拠点を形成しており、成功モデルとして注目されている。

釜山キヤンキヤンパスは、人文、社会科学などの総合研究が中心で、密陽キャンパ

スは、ＢＴ（Biotechnology）分野、ナノバイオ特化型キャンパスで、韓国で初めてナノ

科学技術大学を設立した。梁山キャンパスは、医・生命科学特化型キャンパスになっ

ている．

釜山大学校と密陽大学校の統合（2006年）に際しては、類似した学科等は再編・統

合してどちらかのキャンパスに配置された。教員及び事務職員も同じように統合、再

配置された。その際、教職員のみならず、学生や同窓会〈市民、報道関係に対して、

計３５回の説明会を行ない、統合のビジョンやその必要性、統合のメリットやデメリッ

トを説明し、各種資料も配布した。その後、統合についての無記名投票を行なったと

ころ、教員の８５％が投票し、８０％以上が賛成で、職員も９０％以上が賛成したという。

⑧留学生への対応について

中国からの留学生が一番多く、工学や商学分野に人気がある。学部生用には一部英

語が用いられているが、大半はハングル、韓国語で授業が行われている。一方、大学

院生向けには基本的に英語の授業を行なっている。

教員は英語で授業をするとく講義指数の計算でインセンティブが与えられ、通常の

クラスの１．５倍換算になる｡教員の新規採用時に英語で講義ができることを明記した学

科はすでに１３学科に及び、今後、採用条件に英語での講義を義務化し、外国人教員の

３



比率を高める計画がある。

なお、日本人留学生は現在１２名おり、ハングル学科に多い。

留学生のための宿舎は３１０室であるが、現在別の宿舎を建設中で、９月に竣工すれば

部屋数は全部で1,600室になる。

また、現在国際交流センター内には、留学生のためのワンストップセンターを設け

ており、そのサイトを通じて留学生の福祉一般や学生活動に関する多様な情報を提示

している。

（４）まとめ

釜山大学校は、密陽大学校との統合に見られるように、地域の拠点大学として求心力に

溢れ、国際化戦略においても、産学協同研究としてロールスロイス社との共同研究や、ブ

ラウンホーファー研究機構と共同研究所を開設し、またオックスフォード大学との協定、

複数学位プログラムの実施など、エネルギッシュな活動を展開して、確実な実績を上げて

いる。

かつて韓国の留学生は、まず日本に来て、それからアメリカへ渡るというパターンが多

かったが、近年の学生は、日本を通り越して直接アメリカへ留学するケースが増えている

と、金仁世（KimlnnSe）総長が挨拶時に語っていたのが印象的であった。韓国人の活動

領域は国際舞台へ直結して、日本より遠くのアメリカや西欧諸国を目指すべきモデルとし

ている。釜山郊外にある高層アパート群は経済成長の象徴であるが、同時に大学の学術レ

ベルも長足の進歩を遂げていると思われる。

ヒアリング時の、工学系の大学院進学率は他の分野より低いという回答は意外であった

が、学部卒の就職率がいいからという説明があり、この点においても工業化による高度成

長経済の様子が裏付けられる。今後の少子化に伴う１８歳人口の減は２０１５年からというこ

とで、まだ当分右肩上がりの傾向が続くであろう。

法人化案が政府から出ており、いずれ韓国の大学も法人化されるのかもしれないが、まだ

国立大学でありながらも、法律を塾`傭して自主的収益システムを全国初の試みとして構築

したという点は、釜山大学校の力強さが感じられる－面である。この点においても、日本

の大学は、すでに法人化したにも関わらず、法的制約が多く、いつの間にか出遅れている。磯
亜P
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２高麗大学校【私立】

（１）日時２００７年２月１３日（火）１０：００～１２：００

（２）対応者崔大学院長外６名

（３）概要

①大学校の概要について

故職員轍

（2006年３月１日現在）

＊教職員1,855人のうち、教員は1,296人。他に非常勤教員が1,360人。

＊学部・研究科以外に、外国語研究所（教員４７人）と教育・学習センター（教員３

人）がある。（）内の教員数は上記表の教職員数1,855の内数。

＊留学生数については、下記③を参照。

２００６年に授与した学位数は、学士が4,641（修士が2,121、博士が２８２．

２００６年度年間予算は、約6,200億ウォンである。

高麗大学校は韓国の私学の雄として高い評価をえている総合大学である。政界、財

界をはじめとして韓国社会の広い分野に多くの人材を輩出しており、特に国会議員や

言論界で活躍している人材を多く出していることで知られている。

１９０５年に李容朔（Ybng-IkLeel854-1907宮内府内蔵院卿等を歴任）によって

普成学校BoseongCollegeとして設立され、１９３２年に金`性洙（Sung-SOoKiml891

-1955、１９１４年早稲田大学卒業、『東亜日報』創刊者の一人、１９５１年－５２年副大統

領）に引き継がれ、後に高麗大学校KoreaUniversityと改称された。

キャンバスはAnamMainCampus,Anam-ScienceCampus,SeochangCampusの

３つがある。これらのうち、前二者はソウル市内北東部のAnam-dong（安岩洞）にあ

り、道路を挟んで互いに隣接している。ＭａｉｎＣａｍｐｕｓには大学校本部と教養学部、教

育学部、法学部、政治・経済学部、経営学部、国際研究学部、ジャーナリズム・マス

コミュニケーション学部、美術学部等がある。ScienceCampusには理学部、工学部、

医学部、看護学部、健康科学部、’情報通信学部、生命・環境学部等がある。Seochang

Campusはソウル南方140kｍのSouthChunchongProvince(忠清南道）のJochiwon

（鳥致院）にあり、6,300人の学部学生が人文学部、理工学部、経済・商学部で学んで

おり、３３０人の大学院生が管理・情報研究科、人文・情報研究科、生命医学研究科で学

んでいる。

３つのキャンパスに､theCentralLibraryぅtheScienceLibrary;theMedicalLibrarJ5

theSeochangLibraryの４つの主要図書館があり、それらの蔵書合計は約１７０万点で

ある。またＭａｉｎＣａｍｐｕｓの百周年記念サムソン・ホール（CentennialMemorial

SamsungHall）に、CentennialDigitalLibraryがある。

２学期制であり、春学期は３月初めから６月中旬、秋学期は９月初めから１２月中旬

である。

５

学部数 研究科数 教職員数 学部生数 大学院生数 留学生数（内数）

１９ １８ １ ８５５ ２６ ２９９ ８ ９８３ 大学院正規学生
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授業料（登録料）は学部と大学院で異なり、専攻分野でも異なる。１学期分の授業料

は、学部では人文。社会系３１３万:ウォン、理学・体育系が３７０万ウォン、工学系が４２６

万ウォン、美術系が４３０万ウォン、医学が５４６万ウォン、大学院では人文。社会系が

397万ウォン、理学・体育系が４８１万ウォン、工学系と美術系が５６１万ウォン、医学

が７０２万ウォンである。

ＭａｉｎＣａｍｐｕｓに隣接して、外国人留学生２３０人、外国人研究者６３人が入居できる

宿舎CJ-InternationalHouse（2005年２月竣工）がある。

二’

1面一安一染臥0｣Ⅲｺロ－－￣■再d或翰凸角伸■－尊■シｊ２ＪＩ

…損鼻､写(ir鐵鬮
'樹鍵ャ１，野.`嵐`…
PUq`認昌:唾げごﾛ

蝋 篝!｛鑿iii;ii篝iiiiiilll鑿ｉｉＩ
<サイエンス・キャンパス全景〉

②大学院について

１）国際化について

外国人留学生で大学院の正規学生は約２００人である。そのうち日本からの学生は

１６人であり、その専門は多llIjlZにわたっている。

医学。理。工系の学生の誘致に努めており、その結果、最近では、中国、ヨーロ

ッパ諸国から留学して来ている。

講義の２５％が、英語等の外国語によって行われている。

大学院での成績評価は、ＢＫ２１以来、相対評蝋価を行っており、Ａの割合を制限して

いる。これについては学生の反対があるが、大学校側としては厳格な成績管理を行う

うえで必要であると考えている。

大学院入試では、高麗大学校出身者を５０％以上は入れず、他大学校出身者だけで

なく、留学生にも機会を与えている。

グローバル化の時代であることを考慮して、理・工系留学生の100％、人文系留学

生の７５％に奨学金を与えている。

国際化の流れに沿うべく、２年以内に大学院留学生のための寮。宿舎を建設する計

画があり、また、施設の改善や、種々の教育をなしうる優れた教員の確保に取り組

んでいる。

学部学生に対して行っている「７プラス１制度」（７学期を終えた学部学生が１学

期海外で学ぶ機会を与える制度）を、今年中に外国語文学部の大学院でも実施する

計画である。

５



２）大学院生に対する経済的支援について（日本のＴＡ、ＲＡの制度との関連で）

教授１人に大学院生１人をアシスタントとして付けることができる制度があり、

また、大学院生が大学校の種々の仕事を補佐するシステムもある。

これらによって支払われる金銭は大学院生を支援する奨学金として位置づけられ

ており、大学院生の場合、全体の授業料の８５％がこれによって賄われている。それ

を100％にするための取組を種々の形で進めている。

特に、理学部では、教授１人に大学院生１人をアシスタントとして付けることが

現実には不可能なために授業科目ごとにＴＡを置く制度を設けており、これによって

多くの学生に恩恵が行き届くようにしている。また、教授が大学院生の授業料の全額

を賄えるように研究費を充てる場合もある。さらに、ＢＫ２１から出る奨学金が大部分

の大学院生に行き渡っていて、授業料、生活費、国際会議で発表するための渡航経費

などに充てられている。

３）学生の理工系離れ、理工系大学院生の優遇、ＢＫ２１について

韓国でも最近、学部入学時に理工系を避けて医学部や法学部を好む傾向が現れつ

つある。理工系離れは世界的傾向でもある（サウジアラビアでも理工系離れがひど

いと聞いている)。

他方、韓国の産業は活発であり、教授の研究費は最近では非常に多くおりるよう

になっているＱそのため、研究費の約３０％を奨学金に充てることができている。特

に理工系学生だけを支援しようとしているわけではない。しかし、ＢＫ２１では政府の

理工系育成政策がある程度絡んでおり、理工系をサポートする支援金が非常に多い。

ＢＫ２１は学問分野の高等人材を養成するプログラムであり、国から支払われる金額

の５０％は学生のために支払われなければならないという義務条項がある。このこと

によって、学生は授業料等に当てる奨学金を得るだけでなく、海外で研究発表を行

うための経費や研修の費用などを賄うことができ、ＢＫ２１を通じて大学院生が活発に

研究を行いうるための政府レベルのサポートがなされている。

③外国人学生全体の数について

交換制度によって受入れている留学生が約５００人おり、そのうち、学部学生は３００

人、大学院生は２００人である。なお、交換制度によって受入れている留学生は学費を

所属大学に払い、受入先の大学である高麗大学校には払わない。ただし、寮費等は払

う。

短期プログラム、インターネットによるプログラム、サマーキャンプで、海外の大

学から約８００人の学生が高麗大学校を訪れている。

高麗大学校の韓国語文化センターで韓国語を履修している留学生が約２００人（日本

からは大東文化大、早大など）いる。

その他にも韓国語を学習する学生が年間約４，０００人いる。

これらを合計すると、年間５，０００人を超える外国人学生が何らかの学習のために高

麗大学校を訪れている。

７



④留学生に対する奨学金について

留学生に対する奨学金制度があり、留学生全体の２０～30％が奨学金を受け取ってい

る。

日本人留学生を対象にした奨学金もある（個人の寄付による奨学金。そうした韓国

人が２人いる。因みに、そのうちの－人による奨学金は年間２，０００万ウォン)。

早稲1J]大学学生に限った奨学金もある（ＬＧグループによる奨学金)。

・昨年、ある在日韓国人が高麗大学校での|ﾖ本学の発展と日本人留学生のための奨学
金を設けた。

その結果、全体では、日本人留学生約１０人に年間約２，０００万円の奨学金を与えてい

る。

今後も奨学金を充実し、日本人学生を積極的に誘致したいと考えている（その:場合、

念頭に置いているのは､高腿大学校と協定を結んでいる日本の大学の学生である｡現在、
日本の約４０の大学と協定を結んでいる)。

⑤建物・施設について

今回訪問したAnam-MainOampusの建物は総じて堂々たる重厚な印象を与え、

Anam-ScienceCampusの建物はより近代的な外観を呈しているが､いずれの建物も落

ち着いた風格をもっている。比較的最近の建造物もあるが、各キャンパスで建物全体

の調和がよく取れており、全体的な統一性が感じられる。年数を経た建物も改,修によ

って老朽さやみすぼらしさをまったく感じさせず、存在感のあるものとなっている。

建物間の距離も「近すぎず、遠すぎず」であり、各キャンパスは建物の密集感はなく、

ほどよくまとまっており、キャンパス内の移動は機能的である。実際に内部を見学し

た建物はいずれも、内装面でも落ち着いた印象を与え、手入れもよく行き届いている。

いずれのキャンパスにも、各種のテナント店をも入れた、明るく幅の広い地下通路

があり、厳冬季や雨天時の建物間の移動の便宜が|堅'られている。

２００５年２月竣工のOJ-InternationalHouseは、外国人留学生２３０人、外国人研究

者６３人が入居できる宿舎であるが、各居室は必要なスペースを確保し、備品類も整え

られている。House内にはスポーツ。ジムもあり、各種の運動機器が設置されている。

必で巴李一

<キャンパス内の地下街〉
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⑥Ｕ２１（Universitas21）について

Ｕ２１は１９９７年に始り、現在の会員校は１２カ国の２０大学である｡高麗大学校は２００４

年１２月に会員となり、韓国で唯一の会員枝である。他の会員枝は、アジアではシンガ

ポール国立大学、香港大学、復旦大学、北京大学、上海交通大学、英国のバーミンガ

ム大学、エディンバラ大学、グラスゴー大学、ノッティンガム大学、米国のヴァージ

ニア大学、カナダのブリティッシュ・コロンビア大学、マギル大学、オーストラリア

のメルボルン大学、ニュー・サウス・ウェールズ大学、クインズランド大学、ニュー

ジーランドのオークランド大学、アイルランドのユニヴァーシティー・カレッジ。ダ

ブリン、スウェーデンのルンド大学、メキシコのモンテレー工科大学である。日本に

は会員校はない。

Ｕ２１は、それぞれの国の教育システムを維持し、それぞれの長所を生かしながら、

教育プログラムを交換することによって独自のプログラムを設け、種々の交流・取組

を推進している。Ｕ２１の本部はイギリスにある。Ｕ２１のもとには、オンライン・シス

テムを管理するU21Globalと、品質を管理するU21Pedagogicaという２つの機関が

ある｡U21G1obalの本部はシンガポールにあり､U21Pedagogicaの本部は米国にある。

高麗大学校としては、Ｕ２１は、ヨーロッパ型というよりも、アメリカ型のシステムで

あると考えている。

Ｕ２１には、運営管理のためのＡＧＭ（AnnualGeneralMeeting)、総長理事会、国際

交流担当マネージャー会議、専門分野別の会議（例えば、医学会議）など、種々の会

議がある。

Ｕ２１の運営経費については、会員枝が年会費を支払うこと以外に、U21G1obalの株

式を会員校が購入するシステムをとっている。

毎夏、サマー・プログラムを行う。これは、会員校が互いにそれぞれのプログラム

を持ち寄って実施する２週間の交流プログラムである。教員１人につき学生５人が各

校から参加する。２００５年はスウェーデンで、２００６年は香港で行った。２００７年にはヴ

ァージニア大学で行う予定であり、「グローバル・リーダー」というテーマのもとで種々

の授業・講義の準･備がなされている。一篭 安》癖
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（４）まとめ

高麗大学校は私立大学であり、日本の国立大学と単純に比較することができない面もあ

るが、韓国を代表する大学校の一つとして、日本の国立大学の今後に示唆するところも多

い。今回の調査・視察にもとづいて、以下では、高麗大学校に顕著に見られ、日本の国立

大学でも検討すべきであると思われる点をまとめる。

①大学院の国際化について

高麗大学校の大学院正規学生である外国人留学生は約２００人である。国際化をさら

に推進するために、講義全体の２５％は英語等の外国語で行い、大学院の成績評価では

相対評価を用い、大学院入試でも高麗大学校出身者の入学者割合を制限して留学生に

も機会を与え、優れた教員の確保に取り組んでいる。また、理・工系留学生の100％、

人文系留学生の７５％に奨学金を与えており、さらに大学院留学生のための寮．宿舎を

建設する計画があり、施設の改善にも取り組んでいる。他方、２００７年から新たに大学

院生の海外派遣にも着手する計画もある。

高麗大学校の国際化の取り組みのなかには、日本の国立大学で推進している事項も

あるが、日本の国立大学で今後取り組むべきであると考えられる事項もある。とりわ

け、大学院の成績評価で相対評価を行いＡの割合に制限を設けている点は、大学院教

育の国際的な通用性・信頼性の観点からして日本の国立大学でも検討すべき事項であ

る。また、奨学金や宿舎に関しても積極的に取り組んでいる点は（特に宿舎に関して

は、すでに２００５年２月竣工のＣＪ‐InternationalHouseという最新の優れた施設があ

るが、さらに大学院留学生向けの宿舎を建設しようとしている)、留学生に対する経済

面・厚生福利面での支援が大学院教育の国際化を推進するうえで重要であることを改

めて認識せしめるものであり、日本の国立大学でもその充実を図る必､要がある。

②授業料（登録料）と大学院生に対する経済的支援について

高麗大学校の財務面について聞くことはできなかったが、上の（３）①に記したよ

うに、授業料は学部によって異なり（文系、理系、工系、医系の順で高くなる)、また

学部よりも大学院の授業料が高い。日本の国立大学よりは高いが、総じて日本の私立

大学と比べると低めであり、とりわけ、医学部においてそれが顕著である。大学院生

に対しては、授業料を賄いうるだけの経済的支援を行うことに熱意をもって取り組ん

でいる。特に、韓国においても理工系離れが現れつつある状況で、理工系の学生に対

して経済的支援を行っている。今回の調査ではく経済的支援を行うための方法・リソ

ースに関して十分に明らかでない面があり、また日本の国立大学で直ちに実施しうる

とは思われない面もあるが（他方で、授業料免除制度の有無について聞くことはでき

なかった)、高麗大学校の熱心な取組は、日本の国立大学においても大学院学生の経済

的支援を充実させることが国際性の観点からも重要であることを再認識させるもので

あり、日本の国立大学でも種々の形で工夫・取組を行う必要がある。

③建物・施設について

高麗大学校の建物・施設は高い水準にあり、企業の援助がそれに少なからず与って
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いる。日本の国立大学は施設整備費が厳しい状況にあるが、高等教育の重要性や国際

性推進の観点からして、施設整備費を充実する努力を行うだけでなく、寄付に関する

税制面の整備や社会的通念の改善を含めて、企業・卒業生などの寄付にもとづく施設

充実策一般を検討し、社会に訴えていく必要もあると思われる。

④Ｕ２１について

高麗大学校は韓国唯一のＵ２１会員校であり、他方、日本には会員校がないため､Ｕ２１

について質問を行い、上の（３）⑥に記した説明がなされたが、時間的な制約もあり、

Ｕ２１について必ずしも十分に聞くことはできなかった。国立大学の国際化の観点から

して、今後さらにＵ２１の組織．運営．活動等について調査を行う必要があると考えら

れる゜
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３ソウル大学校【国立】

（１）日時２００７年２月１３日（火）１５：００～１７：３０

（２）対応者季総長外６名

（３）概要

①大学校の概要について

枚11哉員勢

過去において、ソウル大学校の大学院に入学する学生はそのほとんどがソウル大

学校の学部を卒業した者であった。しかしながら、近年、他大学の学生や海外から

の留学生の入学が増加し、さらに地域近郊入学制度により基礎学力の低い学生が入

学するケースも増え始めた。学生の層が広がる中で、それぞれの学生が充実した大

学院生活を送り学生全体の質の向上を図るためには、どのような教育や支援が必要

なのか。ソウル大学校ではこのような課題を抱えつつ、様々な取り組みを実践して

いる。以下、事前にソウル大学校側へ提出した質問書に対する回答に基づき、具体

的な取り組みや興味深い点等を纏める。

②９月入学（大学院）について

ソウル大学校の大学院では、通常の３月入学に加えて、２００１年より９月入学制度を

実施している。

２０００年代に入り韓国からアメリカ等９月入学制度を実施する諸外国の大学へと留学

する学生が増加したことに起因し、これらの学生が帰国後３月まで待機することなく

速やかに大学院へと入学する制度の必要性が高まり、制度開始へと至った。この制度は

海外からの留学生にとっても入学しやすいと考えられる。

現在、９月入学制度で入学する学生は全体の２０％となっている。

③学習支援基盤について

１）CenterfbrLachingandLearmng（教授学習開発センター）

ソウル大学校の代表的な学習支援システムのひとつに教授学習開発センターが挙

げられる。このセンターの前身はIMCunstructionalMediaCenter、教育媒体製作

所）と呼ばれる教授を支援する機関として設立され、講義用機材の管理や教材作成業

務の補助等を請け負っていたが、１９９９年、学生に対する支援も行う機関として再構

築され、教授学習開発センターと改称された。

現在、このセンターにおいて実施されている学生向けプログラムとしては、学部学

生を対象とした、レポート作文の個別指導、大学院学生を対象とした論文執筆のため

のレポート作成指導や自らの研究に関する学術発表を目指したプレゼンテーション

指導が実施されている。さらに興味深いプログラムとして、研究室において教官や他

の学生と協力して研究を進めることが必要とされる大学院生に対しては､円滑な人間

関係を構築するためのトレーニングも実施されている。

１２

学部数 研究科数 教職員数 学部生数 大学院生数 留学生数（内数）

１６ １０ ５ ９００ ２１ ０００ １１ ０００ １ ３００



教授学習開発センターにおける学生支援向けプログラムへの参加方法は､学生が自

分自身の必要性に合わせて選択して応募する形式を取っており、それぞれの学生に見

合った適切な学習支援が実現できるものと期待される。

また、教授学習開発センターでは、助教授やアシスタントを対象とした講義室や

研究室での円滑な人間関係形成のためのトレーニングや、研究室における危機管理

講習も実施している。このような教授する側として必要不可欠な能力や知識に関す

るプログラムについては、参加が義務付けられている。

２）ＧＳＩ（GraduateStudentlnstructor）奨学金

さらに、ソウル大学校では新たな学習支援の試みとして、２年前よりＧＳＩ奨学金

制度を設けた。この奨学金制度は助手を対象としたものであり、週に１０時間、教授

のアシストをすることを条件として給付される。

教授のアシストに値する活動として挙げられるのがく基.礎学力が不足している学

生を対象としたチュータリング制度での指導である。このチュータリング制度は、

大学全体としてではなく、各学部、学科及び専攻において開設され、希望する学生

が参加できるシステムであり、修士課程の学生で研究を進めるために必i要な基礎概

念についての理解が不＋分な者や入学以前の教育環境が不十分であった場合の多い

地域近郊選抜制度での入学生が多く利用している。ＧＳＩ奨学金制度は、これらのチ

ュータリング制度の運営を円滑にする意味でも有効な学習支援策のひとつとして注

目される。

３）留学生学習支援

また、ソウル大学校では留学生に対する学習支援制度の整備も進めている。

留学生の生活面における支援制度として採用されているのがセグメントバリと呼

ばれるシステムであり、外国語の堪能な学生ボランティアにより学内生活から一般

的な社会生活に至るまで手助けを受けることができる。

さらに、経済的な支援制度として、留学生を対象とした奨学金制度を設けており、

現在、大学院に在籍する約５８０人の留学生のうち４分の１程度に当たる１６２人が給

付を受けている。ソウル大学校としては、登録料を免除するという形の奨学金制度を

とっているがくその他にも韓国政府や外部団体からの奨学金も受けることができる。

生活面と経済面の両側からのサポートにより、増えつつある留学生にとっても学

びやすい環境となっている。

④留学生向け大学院生宿舎について

留学生専用の大学院生宿舎は、既婚の留学生にのみ準備されている。広さは約１７平

方メートル程度で、夫婦と子どもが１人の場合は部屋が２つ付いている寄宿舎、子ど

もが２人で性別が違う場合は部屋が３つ付いている寄宿舎を与えられる。

独身者の場合は、韓国の学生たちと同じ寮を使用することになっており、部屋のタ

イプは、１人部屋、２人部屋及び６人部屋がある。1人部屋の管理費は－ケ月で９万円

程度となっている。
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（４）まとめ

ソウル大学校のＯＴＬ（教授学習開発センター）は、同センター発行誌名「教えと学び」

に表れているように、教授＝学習を一体としてとらえ、教える側の支援と学ぶ劉側の支援を

統括しているため、両者からもたらされる多様・多元的な情報を有効活用しながら双方向

的な教授学習支援を可能としている。これは、日本のＦＤ（ファカルテイ・デベロップメン

ト）のあり方をデザインするうえで示唆に富むシステムといえよう。また、ワークショッ

プやプログラムも、個のレベルから集団（グループ）のレベルまであり、学習者のニーズ

に応じたものとなっている。

大学生。大学院生の国語力の低下が問題となっている日本において、韓国のＯＴＬのカリ

キュラムとその成果を検証し、各大学の実'情に応じたⅡ本版ＯＴＬを構想してみる価値は＋

分にあるといえよう。

亜

■

〈本部管理棟〉
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資料編第２部



釜山大学校提供資料

く日本語に翻訳〉

1．大学院教育に関する国際化活動

・目的

世界水準の大学院育成を通して大学の研究力を増進すると同時に学問後続世帯の育成

のため

･施行

第１次；７カ年計画で1999年９月開始

第２次；2006年から

･関連

日本；２１世紀ＣＯＥ

中国；２１１工程

･事業単数；３３（全国２位）

人文社会(5)、科学基礎(5)、科学応用及び融合（８）専門サービス(1)、

核心分野（14）…国家政策領域

･事業団規模（１次年度）；２０８億ウォン（全国４位）

国費(161億ウォン)、自治体対応資金(3.6億ウォン)､産業体対応資金(32億ウォン)、

学校対応資金（１０億ウォン）

･参加人力

教授；４２０名

参加大学院生；1,593名

・ドイツフラウンホーファーＩＦＡＭ研究所

ドイツの代表的な機械部品及び材料分野専門研究所

・協力の主な内容

ＩＦＭ研究所保有技術の国内産業体への移転

ブレメン大学と学術交流協定締結

産業体人力の技術伝授のための教育

２００６年５月ＰＮＵ－ＩＨｄＬＭ国際共同研究所関所

・ドイツフラウンホーファーＩＧＢ研究所

界面及び生物工学研究園

・協力の主な内容

２００６年５月ＰＮＵ－ＩＧＢ国際共同研究所開所

２００６年１０月共同国際シンポジューム開催

･機関；夏季休み中６週間短期集中課程

･内容；英語教授一学習による英語教授
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･講義等；ＯＳＵからＰＮＵへ教授４名派遣

･構成；専門４科目*先履修１科目

･特典；課程履修者はＰＮＵほかＯＳＵ大学院入学し大学院の単位として認められる。

･米国フロリダ大学

本校工科大学と大学院の間の協定

･米国マイアミ大学（推進中）

本校学部及び大学院の間の協定

２．ＢＴ分野拠点キャンパスの構築

1．釜山大学校統合の特性

2．キャンバス別特化計画

3．構造改革

4．特性化/競争力強化財源確保

キャンパス別統合

・密陽キャンパス

・梁山キャンパス

・釜山キャンパス

;ナノ/バイオ特化

;医生命科学特化

;総合研究中心

･ナノ科学技術大学

釜山大学校最優秀研究集団のナノ科学技術学部（教授１人当たり論文７，８編）

･３学部、120名入学定員の小数精鋭英才教育

･注文形人力需給製注文形教育実施

･類似学部の統閉合

･行政組織の統合

･教授の再配置

･職員の再配置

･政府の支援の極大化

･発展基金の拡充

．自体の収益のシステム構築

釜山；ヒョウォン文化会館など

梁山；シルバー山学団地

密陽；ナノ/バイオ特化団地
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ソウル大学校提供資料

く日本語に翻訳〉

ソウル大学校卒業許可

正規卒業許可

1．志願資格

・修士課程の志願者の中で学士の資格のある者

・博士課程の志願者の中で修士の資格のある者

…修士/博士の総合課程を１年以上勉強した者はＳＮＵ博士課程に申し込むことがで

きる。

２．志願期間

3．許可定員

（２００７年アカデミの許可学生数）

４．提出資料

・提出様式

・卒業、卒業予定の成績証明書

・英語試験成績表

・大学、学部が要求する関連資料（ex,研究計画書、個人陳述、etc,）

５．志願手続き

・志願は公表した志願手続きと志願システムの提供施設様式に従う

様式）そして、志願結果も知らせる。

・選抜課程は関連学部と大学側の基準に従う。

(ex,オンライン

1７

志願期間 学期の開始

春学期 1０月 ３月

秋学期 ５月 ９月

修士 博士

春学期 2,368 6５７

秋学期 884 ３１９

合計 3,252 976



・志願手順

↓↓

↓↓

↓↓

６．志願基準

・筆記試験研究分野に関する目的と知識を試験

・面接研究領域においての内容と動機を教授と面接

・包括的資料のレビュー大学での研究成果に関するレビュー及び研究計画、個人陳

述、勧告など

・英語試験成績格大学と学部が要している申請に適するある程度の英語試験成績

（ex,英語と文学TOFLECBT243以上）

7．志願手続き（人類大学）

・格大学と学部は格自の選抜基準を使う、大学と学部によっては複数の段階の許可

手順を適用する。

・人類学での許可手順の例

く基準＞

＜選抜手順＞

1８

申し込みの提出 オンライン志願；ウェヴページに志願

補助資料提出 大学と学部へ

大学と学部の試験(インターピュ､筆記試験） 大学と学部で

結果発表 ウェヴページ

総合点数 筆記試験 面接 書類審査 第２外国語

1次選抜

２次選抜

2００

４００ 200

1２０

1２０

8０

8０
(100）

1次選抜 面接と書類審査だけで選抜、学部は次のように区別、選抜するく条件付合格＞

＜２次選抜候補者＞＜不合格者＞条件付合格者は第２外国語試験の結果により

合格が決まる。

２次選抜 ２次選抜応募者の中で学部は追加で筆記試験成を考えて許可を決める、選抜さ

れた学生は第２外国語試験に合格しなければならない。



Ⅱ国際卒業許可

1．申請資格

・親と本人が外国国籍者、または韓国以外の国で全教育課程を受けた者

・学士の学位を持つ修士課程志願者

・修士の学位を持つ博士課程志願者

２．申し込み期限

３．申し込み様式

.申し込み様式書

・研究計画書と個人陳述

・卒業したコースでの成績証明書

・学士または修士の学位証明書

・志願者のパスポートの写し

・英語試験での成績認定書、英語圏での原住民はこの条件は免除される。

・その他の条件;言語上達証明書（韓国語試験、TOFEL,TEPS,ＨＳＫ,JLP

など）研究の賞、証明書、ほかの試験記録（GRE,ＧＭＡ、など）

TOFEL,TEPSHSK,ＪＬＰｍＤＥＬＥＺＤ

(GRE,ＧＭＡ、など）

４．申し込み手続き

・志願は公表した志願手続きと志願システムの提供施設様式に従う（ex,オンライン

様式）そして、志願結果も知らせる。

・選抜課程は関連学部と大学側の基準に従う。

1９

申し込み期限 学期の開始

春学期 ９月 ３月

秋学期 ４月 ９月



・志願手順

↓ ↓

↓ ↓

↓ ↓

５．許可基準

・許可は志願者の学業成績と個人の学業成就度のような可能性により決まる。

・許可委員会は学生の過去の成績（GPAのような）と研究計画、個人陳述、推薦書

などと、ほかの成就記録、特性の記録などを参考にする。

・志願者の申請は全般的な学業水準の文脈と学業成果の質、設立に伴う特性などを

みる。

.最後に志願者は学業の目標と研究計画の適切性が評価される。

ＳＮＵ国際許可の観点

・ＳＮＵは多様な経歴の背後を待つ学生を歓迎する、国際的な学生は習い場の雰囲気

に色んな観点を提供する、大学側は多くの供給原を持って外国の学生と教員を支

援する。

・ＳＮＵ許可所は次の年の国際的卒業志願のため‘rollingapplication,の紹介を

奨励している、私たちはこの志願手続きとこの道に対するもつと多くの志願者の機

会と便宜を提供したいと願う。

６．

2０

申し込みの提出 オンライン志願；ウェヴページに志願

補助資料提出 申し込みの所へ

資料評価（面接が含まれる場合もある） 大学と学部へ

結果発表 ウェヴページ



7．国際所からの援助

・許可の結果は許可国に許可所から公表する、合格者には合格証明書を発級している

・国際所では合格者に対して、ピザ業務、宿泊施設、奨学金の支給に関する業務を支

援している。

８．奨学金

・入学後国際学生は多くの奨学金の利用が可能である、これはＳＮＵ奨学所と個人

後援奨学金を含む。

・韓国政府は韓国で勉強している外国人に色んな奨学金を提供している、興味のあ

る学生は格国の在韓国大使館に問い合わせさることができる。

・卒業生の一部の人たちはサムソングロバル奨学財団のEECE(電気工学とコンピュ

ータ)へ志願できる資格が与えられる。

．また、学生は属している学部の教授の教えるのを手伝うこと（TA）や研究を手伝

うこと（ＲＡ）を通して奨学金を提供してもらう機会ももつ。

＃統計値（１）；正規卒業許可データ

、■m■m■、■■、■囚■■■

田w■、■、用田■■冊■田、■邪弓回犀■田岡四四
ｍ■■団■■■■■■Ｆ■■■■■■■■■

＃統計値（２）；国際卒業データ

田、■■Ｆ￣■■Ｆ■…■■■■
、■、■￣■弓■■「￣■田、－ｍ■呵回

四回Ｆ￣■■Ｆ-円■■■■

２１

学年

度

春

修士 博士

応募

者

合格

者

応募

者

合格

者

秋

修士 博士

応募

者

合格

者

応募

者

合格

者

学年度合計

修士 博士

応募

者

合格

者

応募

者

合格

者

２００５ ５，３７０ ２，７９０ 1,296 834 2,340 9８１ ６３１ 355 7,710 3，７７１ 1927 1，１８９

2006 5,889 ２，４８８ 1,276 ６５９ 1,815 874 ５１３ 305 7，７０４ 3,362 1,789 964

2007 4,306 2,364 1,168 ６５２

学年

度

春

修士 博士

応募

者

合格

者

応募

者

合格

者

秋

修士 博士

応募

者

合格

者

応募

者

合格

者

学年度合計

修士 博士

応募

者

合格

者

応募

者

合格

者

2005 203 ８７ ６７ ５０ ２５５ 1３１ 8３ 5６ 458 2１８ 1５０ 1０６

2006 1９９ 100 7７ ４６ ３１７ 1５０ 1００ 5３ ５１６ 250 1７７ 9９

2００７ ２８１ 1４１ 7９ ４２



日本学生許可デ(3)統計値 タ＃

学年度

「
2２

課程 学期 学部 志願者 合格者

修士 春 韓国歴史

政治科学

国際関係

人類学

美術

GSIＳ国際貿易

GSIＳ韓国研究

小計

秋 韓国語と文化

国際関係

企業経営

韓国語教育

小計

合計

２

１

３

２

１

１

２

1２

１

１

２

１

５

1７

２

0

２

２

０

１

２

９

１

０

１

０

２

1１

博士 春 韓国語と文学

言語学

関連学；神経科学専門

地球と環境科学

物理教育（スポ･ツ科学専門）

韓国語教育

衣類と繊維

小計

秋 エステティックス

韓国語教育

小計

合計

１

１

１

１

１

２

１

８

１

２

３

1１

１

１

1

１

１

１

１

７

０

０

０

７



*2006学年度

2３

課程 学期 学部 志願者 合格者

修士 春 言語学

韓国歴史

考古学と芸術歴史

国際関係

社会学

人類学

心理学

地理学

企業経営

農業経済と農業発展

東洋画

GSIＳ韓国研究

小計

秋 言語学

韓国歴史

考古学と美術歴史

政治科学

心理科学

教育

物理教育（スポーツ科学）

GSIＳ国際商業

GSIＳ国際協力

GSIＳ韓国研究

小計

合計

１

１

１

２

１

１

１

１

１

１

１

１

1３

１

１

１

１

１

２

１

１

１

２

1２

2５

１

１

０

１

１

１

０

１

１

１

1

１

1０

１

0

１

１

0

１

１

１

１

１

８

1８

博士 春 韓国語と文学

美術

法学

小計

秋 韓国歴史

関係研究

小計

合計

１

１

１

３

１

１

２

５

１

0

１

２

１

１

２

４



＊２００７学年度
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課程 学期 学部 志願者 合格者

修士 春 韓国語と文学

言語学

社会福祉

韓国語教育

GSIＳ韓国研究

小計

１

1

１

３

２

８

１

１

１

１

１

５

博士 春 韓国語教育 ２ ２

大学(院） 区別

選考

総点
英語一

専門筆

答考査

面接．

口述考査
書類審査

第２外国

語（科落

適応）

実技考査

(作品評

価）

人文大学 1次選抜

２次選抜

2００

400 200

1２０

1２０

8０

8０

(100）

社会科学

大学

修
士

経済学部

その他募集単位

博士

200

200

100 1００

100

1００

参考資料

1００

1００

(100）

(100）

自然科学大学 200 100 100

看護大学 修士

博士

150

２００

０』
０

5０

5０

1００

5０

5０

経営大学

修
士

1段階選考

2段階選考

博士

２００

２００

200

8０

8０

200

120

1２０

工学大学

修
士

電気・コンピュ

ータ工学部・化

学生物工学部

その他募集単位

博士

200

2００

5０ 5０

1００

1００

100

１００

１００

農業生命科学大学 200 1００ 100



＃各大学の正規卒業基準②
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大学(院） 区別

選考

総点
英語

専門筆

答考査

面接.

口述考査
書類審査

第２外国

語（科落

適応）

実技考査

(作品評

価）

美術大学

修
士

西洋画科･美術理

論専門

その他募集単位

博士

200

2００

5０

7０

1５０

5０

6０

5０

参考資料

7０

(100）

参考資料

１００

法科大学

修
士

1次選抜

２次選抜

博士

200

200

400

200

200

6０

100

140

1００

(100）

師範大学 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ １次選抜

２次選抜

Ⅳ １次選抜

２次選抜

Ｖ

200

2００

200

200

1００

1００

100

100

1００

7５

7５

100

1００

1００

1００

２５

２５

1００

1００

1００

(100）

(100）

(100）

芸術界の

場合面接

に反映

生活科学

大学

Ｉ

Ⅱ

200

200

1００ ６０

1４０

４０

６０

獣医大学 200 200 参考資料

薬学大学 200 1６０ 4０

音楽大学 修士

博士

200

200

参考資料

参考資料

(100）

200

200



各大学の正規卒業基準③＃
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大学(院） 区別

選考

総点
英語

専門筆答

考査

面接.

口述考査
書類審査

第２外国

語（科落

適応）

実技考査

(作品評

価）

医科大学 Ｉ

Ⅱ

２５０

２５０

5０

5０ 200

200

参考資料

歯科大学． 200 1５０ 5０

保健大学

院

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

400

400

400

1２０

8０

200

200

4０

4０

200

4０

280

行政大学

院

修
士

博
士

１次

選抜

1段階

２段階

２次選抜

1次選抜

２次選抜

200

300

300

200

200

1００

1００

100 200

1４０

1００

8０

４０

100

1００

参考資料

1２０

2０

環境大学

院

修
士

博
士

環境計画学科

環境造景学科

環境計画学科

(協）造景学専門

500

４００

100

1００

２５０

２５０

２５０

300

１５０

8０

１５０

1００

国際大学

院

修
士

博
士

１段階選考

2段階選考

1段階選考

2段階選考

２００

200

１００

200

1００

200

200

1００

1００

(100）



＊募集単位区別

２７

大学（院） 区別 募集単位

師範大学 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

教育学科（博士)、社会教育科（地理専門)、数学教育科（博士)、科学

教育科（化学、生物、地球科学専門)、共同課程（美術，家庭、特殊く

博士＞、環境教育専門）

教育学科（修士)、国語教育科、外国語教育科（英語く修士＞、仏語、

ドイツ語専門)、社会教育科（一般社会、歴史専門)、数学教育科、（修

士)、科学教育科（物理専門)、体育教育科、共同課程（音楽、特殊く

修士＞、幼児教育専門）

外国語教育科英語専門（博士）

国民論理教育科（修士）

国民論理教育科（博士）

生活科学

大学

Ｉ

Ⅱ

修士（児童家族学科、食品栄養学科、衣類学科）

修士（消費者学科)、博士（消費者学科、児童家族学科、食品栄養学科、

衣類学科）

医科大学 Ｉ

Ⅱ

解剖学、生理学、病理学、薬理学、微生物学、予防医学、寄生虫学、

医者学、法医学、医療管理学、医工学、整形外科学、神経外科学、非

尿器科学、耳鼻咽喉科学、眼科学、放射線科学、放射線腫瘍学、検査

医学、再活医学、核医学、家庭医学、脳神経科学、免疫学、分子・遺

伝体医学、分子腫瘍医学、（協）腫瘍生物学専門、（協）臨床薬理学専

門、（協）放射線応用生命科学専門

内科学，外科学、産婦人科学、小児科学、胸部外科学、精神科学、麻

酔科学、整形外科学、応急医学

保健大学

院

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

修士１部、２部（保健学専門、環境保健学科)、及び博士

修士1部（保健政策管理学専門）

修士２部（保健政策管理学専門）



＃各大学の正規卒業許可選択過程

面接及びｐｊホ考杳、書類審査０

2８

博士 面接及び口述考査、書類審査の成績を合算し総点順に合格者

大学（院） 区別 選抜方法

人文大学 1次選抜

２次選抜

面接及び口述考査、書類審査成績を合算その総点１１項にく条件

付合格予定者＞、＜２次選抜対象者＞、＜不合格者＞で区別

決定

＜条件付合格予定者＞の中第２外国後試験で科落基準未該当

者を合格者と選抜する。

＜２次選抜対象者＞を対象に専門筆記考査、１次選抜成績を

合算し、総点'１頂に追ｶﾛで合格者を選抜、第２外国語の試験成

績は科落基準として適用する。

社会科学

大学

修
士

経済学部

その他募

集単位

博士

専門筆答考査、面接及び口述考査を合算し総点|頂に合格者を

選抜、提出書類は面接及び口述考査し参考資料とする。

面接及び口述考査、書類審査成績を合算し総点順に合格者を

選抜、第２外国語試験学部募集単位は第２外国語試験成績を

科落基準とする。

面接及び口述考査、書類審査成績を合算し総点順に合格者を

選抜、第２外国語試験学部募集単位は第２外国語試験成績を

科落基準とする。

自然科学大学 面接及び口述考査、書類審査成績を合算し総点||頃に合格者を

選抜する。

看護大学 修士

博士

面接及び口述考査、書類審査、英語成績を合算し総点１１頂に合

格者を選抜する。

面接及び口述考査、書類審査、英語成績を合算し総点１１頂に合

格者を選抜する。

経営大学

修
士

1段階選考

２段階選考

博士

書類審査成績で選抜予定人員の２倍範囲内の人員をく１段階

合格者＞に選抜

＜１段階合格者＞を対象に面接及び口述考査成績と１段階選

考成績を反映して総点１１頂に合格者を選抜する。

面接及び口述考査、書類審査の成績を合算し総点１１頂に合格者

を選抜する。

電気コンピュ

－タエ学部､科

学生物工学部

専門筆答考査、面接及び口述考査、書類審査の成績を合算し

総点１１頂に合格者を選抜する。

その他募

集単位

面接及び口述考査、書類審査の成績を合算し総点'1頂に合格者

を選抜する。



2９

を選抜する。

農業生命科学大学 面接及び口述考査、書類審査の成績を合算し総点順に合格者

を選抜する。

美術大学

修
士

西洋画科

美術理論

専門

その他募

集単位

博士

面接及び口述考査、書類審査（自己紹介書及び数学計画書）

の成績を合算し総点１１項に合格者を選抜する、第２外国語試験

応募者は第２外国語成績を科落基準として適用する、提出し

た研究作品は面接及び口述考査時参考資料とする。

専門筆答考査、研究作品評価、面接及び口述考査の成績を合

算し総点'1頂に合格者を選抜する、第２外国語試験応募者は第

２外国語成績を科落基準として適用する、提出した研究作品

は面接及び口述考査時参考資料とする。

専門筆答考査Ｔ書類審査（研究実積評価を含む)、面接及び口

述考査の成績を合算し総点順に合格者を選抜する、第２外国

語試験応募者は第２外国語成績を科落基準として適用する。

法科大学

修
士

1次選抜

２次選抜

博士

面接及び口述考査、書類審査の成績を合算し総点'１項にく条件

付合格者＞、＜２次選抜対象者＞を選抜する、ただしく条件

付合格者＞は選抜合格選抜予定人員の３０％にし､第２外国語

試験科落基準未該当者を合格者と選抜する。

＜２次選抜対象者＞を対象に専門筆答考査の成績１１頂に追加選

抜合格者を選抜、第２外国語試験成績は科落基準とする。

専門筆答考査、面接及び口述考査、書類審査の成績を合算し

総点||頂に合格者を選抜する、第２外国語試験成績は科落基準

とする。

Ｉ 書類審査、面接及び口述考査（ただし、共同課程美術教育専

門の修士課程は作品評価を含む、博士課程は作品評価か、修

士学位論文を含む）の成績を合算し総点'1頂に合格者を選抜す

る ○

Ⅱ 専門筆答考査、面接及び口述考査（共同課程音楽教育専門の

専門実技を含む)の成績を合算し総点１１頂に合格者を選抜する、

第２外国語試験学部募集単位は第２外国語試験成績を科落基

準とする。

1次選抜 面接及び口述考査、書類審査の成績を合算し総点||頂にく条件

付合格者＞、＜２次選抜対象者＞、＜不合格者＞と区別選抜

する

＜条件付合格予定者＞の中第２外国後試験で科落基準未該当

者を合格者と選抜する。



3０

２次選抜 ＜２次選抜対象者＞を対象に専門筆答考査、面接及び口述考

査の成績を合算し、総点||頂に追加選抜合格者を選抜、第２外

国語試験成績は科落基準とする。

Ⅳ 1次選抜

２次選抜

書類審査の成績でく条件付合格者＞、＜２次選抜対象者＞、

＜不合格者＞と区別選抜する。

＜２次選抜対象者＞を対象に専門筆答考査、面接及び口述考

査の成績を合算し、総点順に追加選抜合格者を選抜する。

Ｖ 専門筆答考査、面接及び口述考査の成績を合算し、総点１１頂に

格者を選抜する。

生活科学

大学

Ｉ

Ⅱ

専門筆答考査、面接及び口述考査、書類審査の成績を合算し、

総点１１頂に合格者を選抜する。

面接及び口述考査、書類審査の成績を合算し、総点順に合格

者を選抜する。

獣医科大学 専門筆答考査成績'1頂に合格者を選抜する、時面接及び口述考

査は等級化反映する、提出書類は面接及び口述考査参考資料

とする。

薬学大学 面接及び口述考査、書類審査の成績を合算し、総点１１頂に合格

者を選抜する。

音楽大学 実技考査成績||頂に合格者を選抜する、第２外国語試験成績は

科落基準とする、面接及び口述考査は等級化反映し、提出書

類は面接及び口述考査参考資料とする。

医学大学 Ｉ

Ⅱ

書類審査、英語成績を合算し、総点１１頂に追加選抜合格者を選

抜する、面接及び口述考査は等級化反映する。

専門筆答考査、英語成績を合算し、総点順に追加選抜合格者

を選抜する、出書類は面接及び口述考査参考資料とする。

歯科大学 面接及び口述考査、書類審査の成績を合算し、総点１１頂に合格

者を選抜する。

保健大学 Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

面接及び口述考査、書類審査の成績を合算し、総点'１頂に合格

者を選抜する。

専門筆答考査、面接及び口述考査、書類審査、英語成績を合

算し、総点|頂に合格者を選抜する。

面接及び口述考査、書類審査、英語成績を合算し、総点１１頂に

合格者を選抜する。



３１

行政大学

院

修
士

博
士

１
次
選
抜

1段

階

２段

階

２次選抜

1次選抜

２次選抜

書類審査、英語成績を合算し、総点順に選抜予定人員２倍の

範囲内の人員をく１段階合格者＞と選抜する。

＜１段階合格者＞を対象に面接及び口述考査、書類審査、英

語成績を合算し、総合１１頂に追加選抜く合格者＞を選抜する。

＜２次選抜対象者＞を対象に専門筆答考査英語成績を合算し

'追加で選抜する、面接及び口述考査は等級化して選抜する。

面接及び口述考査、書類審査成績を合算し、総点||頃にく合格

者＞を選抜する。

＜２次選抜対象者＞を対象に専門筆答考査を実施し、専門筆

答考査成績と１次選抜成績を反映し、総点順に追加選抜合格

者を選抜する。

環境大学

院

修士

博士

面接及び口述考査、書類審査、英語成績を合算し、総点11頂に

合格者を選抜する。

面接及び口述考査、書類審査成績を合算し、総点||頂に合格者

を選抜する。

国際大学

院 修

士

博
士

1段階選考

2段階選考

1段階選考

1段階選考

書類審査、英語成績を合算し、総点'1頂に選抜予定人員２倍の

範囲内の人員をく１段階合格者＞と選抜する、第２外国語試

験成績は科落基準とする。

＜１段階合格者＞を対象に面接及び口述考査成績||慣に合格者

を選抜する。

書類審査成績１１頂に選抜予定人員２倍の範囲内の人員をく１段

階合格者＞と選抜する。

＜１段階合格者＞を対象に面接及び口述考査成績'１頂に合格者

を選抜する。
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○調査日程及び調査団名簿

１調査日程

2007年２月１２日１０時30分～１２時30分釜山犬学校【国立）

高麗大学校【私立Ｉ２月１３日１０時～12時

２月13日１５時～17時30分ソウル大学校【国立】

ｚ訪問団名簿（8名）

名古屋大学総長

岩手大学長

平野眞一国大協教育・研究委員会委員長

平山健一国大協教育小委員会委員長

後藤尚人国大協教育小委員会専門委員岩手大学人文社会科学部助教授後藤尚人国大協

く釜山大学校執筆〉

矢内光一

童校執筆〉

横浜国立大学教育人間科学部教授 〃

〈高麗大学校

勘仙ﾂﾉ轍

識灘奈良教育大学教育学部教授 松川利広

大学校執筆〉

〃

〈ソウル

宮崎大学理事・副学長

国立大学協会事務局

碇哲雄〃

山下洋一企画部専門職員

杉山力総務部主任〃

釜fjLI
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○教育･研究委員会及び教育小委員会委貝名簿

【教育・研究委員会】

委員長

副委員長

副委員長

委員

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

平
平

｜
｜
｜
義
亮
司
融
郎
宏
彦
夫
徳
古
夫
信

一一一
比

眞
健
洋
直
隆
龍
嘉
俊
龍
保
眞
輝
昭

野
山
崎
木
浦
田
村
池
田
尾
瀬
澤
井
村
吉

名古屋大学長

岩手大学長

筑波大学長

帯広畜産大学長

秋田大学長

電気通信大学長

政策研究大学院大学長

茨城大学長

横浜国立大学長

浜松医科大学長

滋賀大学長

奈良教育大学長

香川大学長

九ｌｌＩ工業大学長

宮崎大学長

岩

鈴

益
吉
菊
飯
寺
成
柳

下
住

【教育小委員会】

委員長

委員

〃

〃

〃

．〃

専Pﾖ委員

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

一
亮
司
融
夫
夫
一
人
夫
巳
一
広
正
雄

出

健
隆
龍
輝
憲
尚
日
正
光
利
芳
哲

平 岩手大学長

秋田大学長

電気通信大学長

政策研究大学院大学長

滋賀大学長

九州工業大学長

帯広畜産大学理事・副学長

山
浦
田
村
瀬
村
橋
藤
我
野
内
川
野

益
吉
成
下
石
後
曽
吉
矢
松
加
碇

岩手大学人文社会科学部助教授

茨城大学教育学部教授

東京大学学生部長

横浜国立大学教育人間科学部教授

奈良教育大学教育学部教授

香川大学教育学部教授

宮崎大学理事・副学長

(順不同平成１８年３月３１日現在）
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